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例：Fry S .T .（1994）Eth ics  in 
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範子、山本あい子 訳（1998）、
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４）インターネットのホームページは、原
則として引用文献としない。ただし、出
版文献と併せてインターネットのホーム
ページでも公表されている場合、そのＵ
ＲＬを併記することができる。
17．著者校正は、原則として初校のみとする。
18．別刷は有料とする。
19．誌面の様式を統一するため、原稿の様式
が変更されることがある。
Ⅵ．著作物の複製権および公衆送信権
　本誌に掲載された著作物の著者は、その著作
物の復製権および公衆送信権（機関リポジトリ
への登録など）を聖隷クリストファー大学およ
び聖隷クリストファー大学が委託する機関が利
用することを許諾する。ただし、著作者自身が
これらの権利を行使することを妨げない。
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